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福岡県からの提案を踏まえた今後のすすめ方 
 

 

１．検討方針 

    芦屋港活性化基本計画でとりまとめた、マーケティング調査結果、施設規模や集客、

経済効果などは現計画を活かし、福岡県からの提案により影響のある事項について検

討し、芦屋町としての考え方をとりまとめる。 

 

 

２．福岡県と芦屋町の役割 
   

福岡県 

・港湾計画改訂のための資料作成（コンサル委託） 

・ボートパーク整備の基本設計（コンサル委託） 

・物流機能移転にともなう施設整備の基本設計（コンサル委託） 

 *イメージパース図等の修正含む 

芦屋町 

・芦屋港活性化推進委員会、専門分科会の開催 

・配置変更に伴う詳細検討 

*プレジャーボート係留施設専門分科会／海釣機能専門分科会

の開催 

 

 

３．検討体制及び事項 

   ○芦屋港活性化推進委員会〔４回程度開催〕 

    ・動線、施設配置 

    ・年次計画 

    ・課題の整理 

   ○プレジャーボート係留施設専門分科会〔３回程度開催〕 

    ・施設配置（附帯施設を含む） 

    ・管理運営方法 

    ・年次計画 

   ○海釣機能専門分科会〔２回程度開催〕 

    ・海釣施設のあり方 

    ・施設完成までの運用 
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４．今後のスケジュール（予定） 

年 月 推進委員会 
専門分科会 

ＰＢ係留 海釣 

元年 ８ １回会議（8/20）   

 ９    

 １０ ２回会議 １回会議  

 １１ ３回会議 ２回会議 １回会議 

 １２  ３回会議 ２回会議 

２年 １ ４回会議   

 ２ ５回会議   

 ３    

  ※上記スケジュールは予定であり、協議等の進捗状況により、変更の可能性があります。 

 

 

 

 


